
                                        

                                        

３Ｄ対応・移動型Ｘ線透視診断装置

仕様書

2023年12月

地方独立行政法人

岐阜県総合医療センター



１．場所・期限

納入場所：本館3階 中央手術室

納入期限：2024年5月31日（金）

２．品名・規格・数量

　　 品名：３Ｄ対応・移動型Ｘ線透視診断装置　一式

３　調達物品の技術的要件

３Ｄ対応・移動型Ｘ線透視診断装置、以下の要件を満たすこと。

3-1

3-1-1 高電圧装置は、インバーター方式であること。

3-1-2 最大出力は、12kW以上であること。

3-1-3 管電圧は、40～125kVの範囲で設定できること。

3-1-4 最大管電流は、100mA以上であること。

3-1-5 パルスレートは、15p/s以上の設定が可能であること。

3-1-6 所要電源は、単相100V 20Aまたは200Vであること。

3-2

3-2-1 陽極は、回転陽極形式であること。

3-2-2 陽極蓄積熱容量は、300,000HU以上であること。

3-2-3 X線管装置蓄積熱容量は、5,000,000HU以上であること。

3-2-4 焦点サイズは、0.5mm以下であること。

3-2-5 可変絞りを有していること。

3-2-6 面積線量計を有していること。

3-3

3-3-1 X線検出器は、CMOS型のフラットディテクタ(FD)であること。

3-3-2 最大視野サイズは、30cm×30cm以上であること。

3-3-3 視野サイズは、3段階以上の設定ができること。

3-3-4 グリッドを有しており、簡便に取り外しできること。

3-4

3-4-1 Cアームの内径は、73cm以上であること。

3-4-2 Cアームの開口部(検出器～X線管球間)広さは、93cm以上であること。

3-4-3 Cアームのスライド回転(Orbital)角度は、190°以上であること。

3-4-4 Cアームの横回転(angulation)角度は、360°以上であること。

3-4-5 Cアームのスライド回転及び横回転は、手動と電動で駆動ができること。

3-4-6 Cアームスライド角度と横回転角度のポジションメモリーができること。

3-4-7 Cアームの上下動範囲は、40cm以上であること。

3-4-8 Cアームの前後動範囲は、20cm以上であること。

3-4-9 Cアームの首振り角度は、±10°以上であること。

3-4-10 Cアームは、アイソセントリック機構であり3D撮影時に回転中心が変わらないこと。

3-4-11 Cアームのロック／リリースは、電磁ロック方式であること。

3-4-12 Ｃアーム内部にケーブルが収納されており、アーム部のケーブル露出がないこと。

3-4-13 X線曝射用のハンドスイッチ及びワイヤレスフットスイッチを有すること。

3-4-14 操作スイッチは、液晶タッチパネル方式で日本語表示ができること。

3-4-15 Cアーム側で透視画像が表示できること。

X線発生装置は、以下の要件を満たすこと。

X線管装置は、以下の要件を満たすこと。

X線検出器装置は、以下の要件を満たすこと。

Cアーム装置は、以下の要件を満たすこと。



3-4-16 Cアーム本体重量は、400kg以下であること。

3-5

3-5-1 モニターは、19インチ以上の液晶カラーモニター2面を有していること。

3-5-2 モニター表示マトリクスは、1,280×1,024以上であること。

3-5-3 TVモニター専用の架台を有しており、架台上でデジタル画像処理装置の操作ができること。

3-5-4 モニターの回転機構及び高さ調節機構を有していること。

3-5-5 モニタ-画像をDVIにて外部出力する機能を有していること。

3-6

3-6-1 操作方法は、Cアーム側と同じ液晶タッチパネルであること。またマウスを有していること。

3-6-2 画像の輝度やコントラストを自動的に最適化する機能を有していること。

3-6-3 LIH(ラストイメージホールド)機能を有していること。

3-6-4 30フレーム/秒にて1分間以上の動画保存が可能であること。

3-6-5 本体に保存した画像は、Cアーム側で切替、選択、再生が可能であること。

3-6-6 本体の画像記録容量は、300,000画像以上であること。

3-6-7 線量データを自動で保存する機能を有していること。

3-6-8 外部保管メディアとして画像データをCD/DVD/USBメモリに保存できること。

3-6-9 外部保管のフォーマットとして、DICOMとパソコンで閲覧できるファイルに変換できること。

3-6-10 DICOM send/strageに対応していること。

3-6-11 DICOM worklistに対応していること。

3-6-12 UPSを有していること。

3-7

3-7-1 3D撮影は、撮影中にCアームの高さを変えずに撮影できること。

3-7-2 3D撮影は、30秒以内に撮影できること。

3-7-3 3D撮影は、16cm×16cm×16cm以上の撮像視野を有すること。

3-7-4 3D撮影後、自動的に3D断面画像(MPR)の表示ができること。

3-7-5 金属のアーチファクトを除去するソフトウェアを有していること。

3-8 その他

3-8-1 据付時に漏洩線量測定を行うこと。

3-8-2 滅菌カバーを50症例分用意すること。

3-8-3 保健所への提出書類を作成すること。

４　接続作業

      ・ 

５　提出書類

      ・ 納品書、納入品のリスト及び写真（電子データ）、請求書　他　付属書類

６　入札に関する基本要件

（１）保守体制・障害支援体制に関しては以下の要件を満たすこと。

      ・ 

      ・ 無償保障期間中の障害発生時には速やかに所要の保守修理に応じるよう点検保守体制を　　無償保障期間中の障害発生時には速やかに所要の保守修理に応じるよう点検保守体制を整えること。

　  　・ 障害時において、迅速なるサービスが対応されていること。障害時において、迅速なるサービスが対応されていること。

（２）据付・搬入・配線・撤去・調整等の設置条件に関しては以下の要件を満たすこと。

　　　・ 病院職員と協議の上、病院の承認後に着工するものとする。病院職員と協議の上、病院の承認後に着工するものとする。

3D撮影に関しては、以下の要件を満たすこと。

デジタル画像処理装置は、以下の要件を満たすこと。

テレビモニター及びモニター架台は、以下の要件を満たすこと。

病院職員の立会いのもと、機器及び連携する装置等（ハード及びソフトウェア）全体が正常に動作することを確実に確
認するとともに、納入後１年以内の通常使用による故障及び障害に対しては、無償保障に応じること。

導入機器のDICOM　MWM接続作業を実施すること。なお、接続にはRIS・PACSメーカ側を含めること。



　　　・設置工事に係る費用は、受注者負担とする。

　　　・

　　　・ 万一、機器搬入及び据付工事の際、過って病院の躯体、設備、器物等に損傷を与えた

　　　・ 万一、機器搬入及び据付工事の際、過って病院の躯体、設備、器物等に損傷を与えた

　　　・ 万一、機器搬入及び据付工事の際、過って病院の躯体、設備、器物等に損傷を与えた撤去後の機器については、院内の病院職員の指定する場所へ移動すること。

（３）教育訓練等に関しては以下の要件を満たすこと。

　　　・ 教育訓練は病院の職員と協議の上、指定する日時、場所で行い、費用は受注者で負担すること。

　　　・ 操作マニュアルは各装置について日本語版を各１部提供すること。　

（５） 納入スケジュールについて、病院職員の指示に従うこと。

（６） その他本仕様書に記載されない事項については適宜病院との協議に応ずること。

特記仕様書

１．妨害又は、不当介入に対する通報義務

・

・

       と協議の上、病院の指定する機種を契約金額内にて納入すること。 

       さないようにすること。 

       またそれにより設置条件等に変更が生じた場合、速やかにその情報を病院へ提供し、病院と協議を行い納期に支障を来

受注者は、契約の履行に当たって、暴力団関係者等から事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由が認められな
い不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察に通報をしなければならない。

受注者は、暴力団等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に業務を完了できないときは、甲に履行期間の延
長変更を請求することができる。

（４） 売買契約後、納品までの間に新機種開発により同等機種以上の性能があり、型式変更または機能付加された場合は病院

機器搬入にあたっては、その搬入経路の壁床等に養生・補強等を施すこと。また、別途指示のあった場合はその指示の
通りとすること。万一、発注者の建物及び物品に損傷を与えた場合は、職員に報告するとともに、速やかに現状に復す
ること。

万一、機器搬入及び据付工事の際、過って病院の躯体、設備、器物等に損傷を与えた場合は、自己の負担において速や
かに修復すること。

機器搬入及び据付工事に必要とする病院内での一般光熱水費は原則として病院が負担する。但し、溶接ガス等特殊なも
のは請負業者負担とする。


